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８ 月 ・ ９ 月 の 催 し 物

■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場

できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中

■ホームページが新しくなりました。
　http://kamihaku.com/

○和紙でつづる「四季のうた」
　開催中～８月１３日（水）
　小中高校生から大人までの和紙

に親しむグループが、土佐和紙を
使って創作した作品約40点を展示
しています。

○第２９回紙とあそぼう作品展
　開催中～８月２４日（日）
　子どもたちに「紙」を身近に感じて

もらおうと毎年開催している「紙
とあそぼう作品展」。今年も全応
募作品を一堂に展示しています。

○吉川染工房の仕事と絵金展
　８月２日（土）～８月３１日（日）
　香南市「吉川染工房」の展示会で

す。手漉き土佐和紙を使った手描
きの土佐凧や、高知県独特のフラ
フ、吉川家所蔵の絵金の白描画な
どを展示します。タペストリーやオリ
ジナルタオル、白描画のポストカード
などの販売もあります。

　

○勇気と希望と夢２０１４
　－「作業所ら・ら・ら」第８回グループ展－
　８月１５日（金）～８月２７日（水）
　作業所ら・ら・らのメンバー20名が

「勇気と希望と夢」をテーマに制
作した約70点の作品を展示します。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○初秋の
　ちょっとお洒落な手作りIRO・色展
　９月３日（水）～９月６日（土）
　南の風グループの手作り愛好家５

人による展示会です。“ちょっとお洒
落な普段着”をテーマに、天然素
材・着物素材の洋服・布小物類、染
物、木工細工アクセサリーなど合わ
せて約180点を展示販売します。

○トリエンナーレ
　タイムスリップして見なーれ！！
　８月２日（土）～８月１７日（日）
　1990年にはじまり、世界でも有数

の国際版画公募展と言われるまで
に成長した高知国際版画トリエン
ナーレ展。第９回展を目前に控え、
紙の博物館が収蔵する過去の受
賞作品を一堂に展示し、第１回展
から2011年に開催された第８回展
までの歴史を振り返ります。

主催：土佐和紙国際化実行委員会（事務局:いの町紙の博物館内）第９回展覧会：１０月１１日（土）～１１月３０日（日）

高知国際版画トリエンナーレ展あれこれ

紙の博物館
 893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日休館）

ギャラリー・コパで
展示会をしてみませんか？

　個人・グループによる美術作品な
どの展示及び事業主による展示販
売・イベントなどに会場をお貸しし
ています。
　詳細については、ギャラリー・コパ
までお問い合わせください。

▪使用料（1日あたり）
ギャラリー１（西側31.11㎡）1,180円
ギャラリー２（東側26.25㎡）1,180円
回廊　      （　　44.61㎡）1,180円
販売手数料　　　　 　売上額の８％

第７回高知国際版画トリエンナーレ展（2008年3月15日～4月20日）
　第７回展は、応募者数は第６回展に及ばなかったものの国（地域）数では過去最多の
77を記録しました。18年の歴史を刻み、名実ともに世界でも有数の国際公募版画展に
成長してきたことが窺

うかが

えます。
　また、「土佐和紙の国際化、振興を図る」ことが当初からの目的の一つにありましたが、
図録あとがきの中には『海外からの出品には、「Kozoshi」「Rice	paper」「Tosa	washi」の記述も目に付くし、何よりも高知県、特
に手すき和紙協同組合からの海外への版画用紙の出荷が大きく伸びているのが如実に物語っているだろう。』との記述があ
り、この点においてもこの展覧会が土佐和紙の振興に大きな役割を果たしていると言えるでしょう。

作品名
　WAITING FOR.....
作家名
　Ciampini Paolo
国　名　イタリア
技　法　エッチング 作品名　Milk Tea Head

作家名　塩川　彩生
国　名　日本
技　法　水性木版

作品名　聖老児立像
作家名　池田　俊彦
国　名　日本
技　法　銅版
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◇応募者総数：1,382名	
◇応募作品総数：3,196点
◇応募国（地域）数：77
◇入賞作品：15点
　入選作品：180点


